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匸目的】　 Bac1〃 tiS　subt 〃1s　YB8は 、 各種の 植物病原菌に対 して 、 抗菌活性

を有し 、 この 作用は この 菌が生産す る抗菌物質に よる。 本菌を微生物農薬 とし

て 利用するための基礎研究として 、 抗菌物質の 生産に 関与する遺伝子 の ク 自 一

ニ ン グ
「
を試み た。　　　　　　　　　　 ，

【方法および結果〕　枯草菌 Marburg　168派生株を宿主 に用い 、 サ ーフ ァ クチ

ン生産能の演復を指標に して 、 YB8染色体か らの シ ョ ッ トガン クロ
ーニ ングを行

っ た。 サ ー フ ァ クチ ン生産能を回復させ たDNA断片を元に 、．　YB8染色体上で の こ

の遺伝子の破壊株を作製 したところ、 破壊株で はサ ー フ ァ クチ ン 生産能が失わ

れ ると同時 に 、 植物病原菌で ある Fusarlum　oxys ρorum に 対する抗菌活性 も失

われた
。

こ の遺伝子破壊株に正常な遺伝争 を導入 した とこ ろ 、 サ
ー

フ ァ クチ ン

生産 と共 に 、 抗菌活性が
．
回復 した。

この DNA断片の塩基配列 を決定 した とこ ろ、

1つ の 読み 枠が認め られ た。
この 遺伝子 を1pa−8と命名した。 1pa　・’8はサ

ー
フ ァ

クチ ン生産に関与す る遺伝子 として クロ
ー ニ ン グされて い る sfp と非常 に高い 相

同性を示 し泛。 現在 、 YB8の 生産する抗菌物質の精製と構造決定を行 っ て い る。
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　・　・Sしreptomyce5 ・griseus 　2247 　1s 　a　strepto 旧ycln − prod ロ cln8

，　yellow
P ユgmen し　　orml 【18 　an 　　spor 鯉 1βting 　s しrain ．　Its　pleiotropic 　細u しant

程丁一3　智hich　is　deficient 　t：hese　abilities 　vas 　obtai ロed 　after 　the
heat − shock 　treatment 　of 　S ，　9rlse 購s　2247 ．　The　shotgun 　cloning

method 　ca 籠　Ωo し　be　apPlie （！− gate　the 　8ene 　com ρ1emen 亡ing
HT− 3　defec し　beca 糧 se 　ヒhe　tegeneration 　freguency 　of 　S ．　8rlseu5
2247　is　very 　low　on 　the 　R2YE 　（Hopwood 　et 　a1 》　medi1 コ  　　1s
co 皿 踰only 　used 　　in　　transformation 　of 　Streptomyces ．　 So 　 lt 　　ユs

neccessary 　to 　estab 三ish　a 　effecient 　tra δs ．ormatlon 　system 　for
S ．　griseus 　2247 ．一一一』

Filery
，　　to　　optimize 　　the 　　growth 　　ti 川 e 　　for　　protOPlas ヒ

preparatSonl 　 t11ie　 protoPlasts 　 were 　 prepared 　 at 　different　 phase 。f
growth ，　then 　regenerated ．　The　opti 厠um 　culture 　time 　vas 　24− 28　hrs

　after 　inoCロ1aしion．　011　t｝魯e　basis　of 　Rl　（Okanishi 　et 　a1 ｝　and 　R2YE

　冊 edia
，　　the 　　eff 夛とts　of 　 some 　　i冊 Portant 　comPonen ．t菖マ　　such 　as

　polypeptone 撃　yeas 【　extracth 　MgCl2 ・6H20　aod 　some 　amiRo 　ac 至ds
，　on

　the 　regeneration 　　frequency ，　　冒ere 　　investi8ated ．　Oll　re βulting
medium

，
　 designated ねs　 RIM

，
　 the 　 regeneration 　 f醐 1・ency 　 was

　ユ躍creased 　跚 ore 　 than 　　著00− folds　compared 　1」itl訌　Rl　or 　R2YE 　was

　ob ヒained ・　　rr1篭e 　　satisfied 　　transfor 殿aton 　　freque廳cy 　　”as 　　also
’

σbtained　on 　し｝1i5 　冊 ediu 厩 。
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